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テーマ「郷土の偉人」

あまみエフエム ディ！ウェイヴをお聞きの皆様，おはようございます。鹿児島県立奄

美図書館です。今週は，毎月第３週に，奄美にゆかりのある作家や偉人を紹介するシリー

ズ「郷土の偉人」の１０回目です。

今朝は，南海日日新聞社の創始者「村 山家 國」を紹介します。
むらやまいえくに

村山家國は，大正２年７月１日，大和村津名久において父・村山常太郎，母・ウシチヨ
つ な ぐ つねたろう

の間に生まれました。

津名久は，湯湾岳につながる山稜を背に，波静かな入り江を配する村で，藩政期から明

治初期にかけて交易用の帆船の停泊地として重宝されました。家國は，そんな自然豊かな

環境の中で，活発で才気あふれる少年に育っていきました。

旧制大島中学校に進んだ家國少年は，節約に徹した生活を送っており，今で考えれば普

通のことに思えることではありますが 「最近の生徒は贅 沢だ。弁当ちば卵焼き，髭を剃，
ぜいたく ・ ・ ひげ そ

るのに贅沢なカミソリを使う。靴ちば運動靴。贅沢」と生徒会の意見発表で言い放ったそ
・ ・

うです。

その家國は，大中３年の時に心に期すものがあり，黙って学校を飛び出してしまい，東

京巣鴨学園４年に編入しました。さらに，日本大学の特別講座で法学を，早稲田大学で国
すがも

文学を修め，詩歌の創作にも励みました。
しいか

そして選んだ道が鹿児島新聞社への入社 以後の人生は 郷土・奄美の言論 文化の総 帥。 ， ，
そうすい

として幅広く開花していきます。

村山家國の人生は３つの時代に区分されるといいます。１期は，戦争の辛苦をなめ尽く
しんく

した時代。２期は，異民族支配下での軍政府の圧力に屈せずに南海日日新聞を発行 「文。

芸復興」といわれる時代をリード，復帰運動の中心にあって活躍した時代。３期は，復帰

後の末 広 町時代 言論界の将来を見つめて力を養い １９７５ 昭和５０ 年 長 浜 町， ， （ ） ，
すえひろちょう ながはまちょう

に新社 屋を建設，壮途空しく急 逝するまでの時代です。
しゃおく そうとむな きゅうせい

その中でも特に激動の時代が，南海日日新聞社を創業した軍政下時代ではなかったでし

ょうか。

鹿児島日報大島総局，南日本新聞大島総局と名称を変えた末，昭和２１年１１月１日，

南海日日新聞社 は誕生しました しかし 軍政下時代のこと 軍政府による事前検 閲「 」 。 ， ，
けんえつ

指令や，新聞用紙支給停止処分など苦難の連続でした。そんな中でも軍政府長官と対等の

姿勢を貫き，いつも泰 然としていたそうです。
たいぜん



村山家國は，奄美の戦中戦後，軍政下時代のことについて，新聞人として当時の記録を

丁寧に調査し，昭和４６年，遂に『奄美復帰史』を刊行しました。この著書は，奄美の復

帰関係の通史としてはほとんど唯一のもので，復帰史についてのほとんどの研究書や論文

は，この書籍を踏まえたものです。

また，村山家國は 「奄美大島日本復帰祝賀の歌『朝はあけたり 」の作詞者としても知， 』

られます。ちなみに曲は日本を代表する作曲家「山田耕筰」に作曲してもらい，完成さ
やまだこうさく

れました。復帰６０周年の今年，この歌もみんな歌えるようにしようという動きも出てい

ます。ここで，歌詞だけでも紹介しましょう。
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繰り返しになりますが，今年は奄美群島日本復帰６０周年の年です。この節目の年に，

先人の思いや復帰の歴史について学んでみませんか。

以上鹿児島県立奄美図書館でした。


